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＜はじめに＞

　ブラゼルトンによる新生児の行動評価尺

度且）2）3）（以下NBAS）は，■単なる新生児の

評価ではなく，常に相互作用の過程における

新生児の評価である．又，この尺度は外部の

刺激に対する新生児の生理的な統御能力を評

価するものである．現在，NBASを用いて加

藤・穐山ら伽）6）は，新生児の発達を縦断的

に捉えた調査を実施している．NBASは，臨

床の医師や助産婦・看護婦の間でも少しずつ

応用されっっある7）8）．今回，20例の新生児

に対してNBASを用いた新生児の行動評価

を次のような目的で実施した．母親の傍らで

NBASを行うことにより，新生児の能力や個

性を母親に気づいてもらうこと，また新生児

の行動やストレスサインを知ることにより，

母親の児の行動に対する理解を深めること，

母親の児をみる目や愛情が更に児に注がれる

ように促すことである．これは，母親や家族

が児の行動を中心に，更に協力的関係を確立

することにっながり，．新生児のよりよい発達

への手助けとなると考えられる．そこで今回，

NBAS検査中の母親の反応を上記の目的に照

らして観察した．

＜対象と方法＞

1．対象は健康な生後2～6日目の新生児と

その母親で表1に示す通りである．

2．検査は，必ず母親同伴で行い，母親がリ

ラックスした状態で参加できるよう母親の

病室または新生児室の片隅で行った．

表1　対象とした新生児の内容

性　　　別 男児：15人女児：5人

生下時体重 平均：32389

アプガール点 平均：9，2点

栄　　　養 母乳：6人　　混合：11人

出生順位 第1子：9人第2子：11人
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3．検査は授乳後60分を経過し，授乳と授

　乳の間の時間を選んで実施した．

　NBASは37の行動反応の評価と20の反射

の項目により構成されている．この検査は，

各新生児の最高の行動能力を評価するもので

ある．誕生時，新生児に単一な簡約した得点

を与えたくないというブラゼルトンの考えか

ら，NBAS各項目のスコアは1点や9点で最

高のものもあれば，5点で最高のものもある．

　評価には20分～30分を要し，検査は次の

手順で行った．

　第一に，母親に対して看護婦長からNBAS

の説明と実施の承諾をお願いした．第二に母

親と面会し検査目的を説明した．第三に，説

明しながらNBASを実施し，第四に検査中

と終了後に母親からの質問に答えた．最後に

検査を採点しコメントを記載した．

　主な検査内容と手順は次の通りである．最

初に新生児が眠っている状態を2分間観察し，

児の状態をチェックし，状態2（表2）で慣

れ現象（1．光刺激，2．ガラガラ刺激3．

ベル刺激，4．足底圧刺激）から評価を開始

する．

　次に，足底把握反射・バビンスキー反射，

足クローヌス反射を評価したところで衣服を

脱がせ，他動運動による全身の筋緊張を評価

する．更に，把握反射，座位への引き起こし

反応を観察し，児を立位にし支持反応，目動

歩行，台乗せ反応，側轡反射の観察のあとに，

抱いて抱擁テストを行なう．この間の身体の

筋緊帳度も記載する．

　通常，この段階で回転検査を実施し，非生

命および生命的刺激による方位反応を評価す

る．もし，児が傾眠状態やぐずり状態へ移行

し，敏活な状態を維持できなければ，より組

織化された行動を誘発する目的で前庭刺激を

加えたり，過剰な運動を抑制する目的で毛布

などで児を包みこむ必要がある．

　方位反応の刺激には，視覚刺激，聴覚的刺

激および両者の重複刺激があり，視覚刺激は，

人間の顔や赤いボールを児の顔から20～30

㎝離れた距離におき，聴覚刺激は視野外の位

置から与える．水平方向への追視運動が誘発

されれば，更に垂直方向に動かし児の反応を

みる．次に児を腹臥位にし，飼詞反応を観察

する．

　ブラゼルトンの新生児行動評価では，状態

を6段階に区分けし（表2），状態の幅やそ

の変化から，状態に対する児の調整能力をみ

ることが一っの重要な評価項目となっている．

（興奮の頂点，状態向上の迅速性など）．

　上述した評価過程で状態5，6に達した場

合，児の自己鎮静能力と児がいかになだめら

れるかを評価する．

　最後に防御反応，緊張性頸反射，モロー反

射を観察する．評価の全過程を通して，運動

表2　6段階の状態区分

睡眠状態

状態1

状態2

覚醒状態

　状態3

状態4
状態5

状態6

：規則的間隔で起こる驚愕または攣動的運動を除いて自発的活動がなく眼を閉じ，規則正し

い呼吸での深い眠り．

：眼を閉じた浅い眠り．急速な眼球運動が閉じた眼瞼を通じてしばしば観察される覚醒状態

：眠そうなまたは半居眠り状態．眼は開けているが，鈍く，重たい瞼をしているか，閉じて

瞼がぴくびく動いている．活動レベルは変化しやすく，散発的な軽度の驚愕運動が時々起

こる．

：輝きのある目っきをした敏活な状態

：目は開けている．四肢を突き出すような運動と二，三の自発的驚愕運動さえ伴なってかな

りの活動性がある．この状態で短くぐずって泣く

＝哺泣状態
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の成熟度，活動性，状態の易変化性，振戦や

驚愕の回数などを評価する。

　スコアリングに際しては，補足的評価とし

て，児の魅惑度，評価時の状況，刺激の必要

度を記載する．

＜結果および考察＞

　NBAS検査中の母親の反応として，全員の

母親が児の検査の状況を見っめ，さまざまな

反応や態度を示した．

　症例1：視聴覚刺激による方位反応の中で

母親の参加をさせたところ，母親の声掛けに

対し児が反応した事で喜びを表していた．又，

検査者が行った児の反応をみて「見えている

んですね」，「聞こえているんですね」と感動

と満足を表明していた．

　症例2：ある母親は児に対する関心を示

し，妊娠中に読んだ本を引用して胎児の指しゃ

ぶりや足底の刺激と反応の関連などにっいて

話し，子供の発達への理解を示した．又，児

の頬を触りながら，「赤ち争んには接触が大

切なんですよね」，「授乳時，時々目で追って

きたりしているようで．私の顔も見えている

んでるね」など発言していた．

　症例3：検査中，何度も「関心の声」を上

げ，児の反応に感激した母親は「次の授乳時

には言われた距離で声を掛けてみます」と母

子相互作用のためのより適切な舞台づくりに

思いをはせていた．

　評価の前半は児の表情や反応に無関心で積

極的な参加行動を示さない母親もいたが，評

価の進行とともに関心を示した．自ら児を抱

き感覚刺激に対する児の反応に喜びをあらわ

していた．

　以上のように，NBASを利用した介入によ

り，母親は新生児の能力や個性を知り，また

新生児の行動やストレスサインを知ることに

より，母親はよりふさわしい感覚刺激を準備

できるようになり，母子相互作用は更に高ま

るのではないかと考えられた．

＜まとめ＞

　正常な成熟児にNBASを実施し，母子相

互作用の強化に役立っことがわかった．

　また，米国ではアルコールや麻薬感染の新

生児が10人に1人の割合で出生すると聞く

が，このような頽廃的環境因子に基づく障害

児が多発する傾向にある現代社会において発

達障害児発生予防の観点からもNBASを介

したハイ・リスク児への早期介入が発達促進

に役立っのではないかと思われた．
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